
芸術祭五十年のあゆみ

昭
和
―

ー
一
年

（
一
九
四
六
）

昭
和
二
0
年

（
一
九
四
五
）ー

ー
・
一
六
「
当
用
漢
字
表
」
、

「
現
代
か
な
づ
か
い
」
内
閣
訓
令

告
示

―
ニ

・
三
一
文
部
省
社
会
教
育
局
に

芸
術
課
設
器

文

化

行

政

芸
術
祭
五
十
年
の
あ
ゆ
み

第

一
回
芸
術
祭

文
部
省
社
会
教
育
局
今
日
出
海
芸

術
課
長
の
発
案
に
よ
っ
て
「
芸
術

祭」

が
発
足
。
演
劇
、
音
楽
、
舞

踊
、
能
楽
の
各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
ー
ニ

0
余
の
公
演
が
”
芸
術
祭
主
催
公

演
“
と
し
て
参
加
。

期
間
は
、
九
月

一
日
か
ら
一

0
月

芸

術

祭

一
・
一
九
ラ
ジ
オ
「
の
ど
自
悛
」
放

送
開
始
。
村
山
知
義
ら
、
新
協
劇
団

再
建

ニ

・
ニ
八
ア
メ
リ
カ
映
画
「
キ
ュ
リ

ー
夫
人
j

「
春
の
序
曲
」
公
開

四

・
ニ
ニ
漫
画
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
連

載
開
始
（

『夕
刊
フ
ク
ニ
チ
l

)

―
ニ
・
ー

六
・
三

・

三
•

四
教
育
体

八
•

一
五

送
1
0
•

一
ー

初
の
戦
後
企
画
映
画

「
そ
よ
か
ぜ
」
封
切
（
主
題
歌
「
リ

ン
ゴ
の
唄
」
大
流
行
）

1
0
・
-

雑
誌

「文
芸
』
等
復
刊

天
皇
「
終
戦
」
の
詔
書
放

社

会

般
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芸術祭五十年のあゆみ

昭
和
二
六
年

二
九
五
一
）

昭
和
二
五
年

（
一
九
五

0
)

昭
和
二
四
年

（
一
九
四
九
）

昭
和
二
三
年

（
一
九
四
八
）

昭
和
二
二
年

（
一
九
四
七
） し

四
・
一
芸
能
選
奨
（
文
部
大
臣
賞
）

制
度
発
足

五
・
三

0

文
化
財
保
護
法
公
布

（八

・
ニ
九
施
行
）

五
•
三
0

文
化
財
保
護
委
員
会
設
醤

八
・
ニ
九
国
立
博
物
館
、
同
館
奈
良

分
館
及
び
美
術
研
究
所
が
文
化
財
保

護
委
員
会
の
附
属
機
関
と
な
る

四
・
三
醤
四
・
三
宗
教
法
人
法
公
布
、
宗
教
法

人
審
議
会
設
置

ー
ニ

・
一

博
物
館
法
公
布

六

文
化
功
労
者
選
考
審
査
会
設

第
四
回
芸
術
祭

参
加
公
演
数
が
六

0
を
魃
え
、
前

年
の
三
倍
と
な
る
。
芸
術
祭
文
部
大

臣
堂
受
賞
者
に
賞
牌
が
お
く
ら
れ
た

（
こ
の
回
限
り
）
。

第
五
回
芸
術
祭

固
の
予
算
が
初
め
て
計
上
さ
れ
、

こ
れ
に
と
も
な
い
再
び
「
主
催
公

演
」
中
心
の
芸
術
祭
と
な
る
。

全
国
民
俗
芸
能
大
会
が
主
催
公
餌

と
し
て
加
わ
る
。

期
間
が

一
0
月

一
日
か
ら
ー
一
月

三
0
日
の
二
か
月
間
と
な
る
。

第
六
回
芸
術
祭

こ
の
年
か
ら
芸
術
祭
が
「
主
催
公

演
」
と
「
参
加
公
演
」
及
び
「
ア
マ

チ
ュ
ア
公
演
」
（
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
、
郷
土
芸
能
）
の
三
部
に

分
化

し
、
祝
典
を
行
う
こ
と
を
規
定

国
語
審
識
会
設
置

ー
ニ

・
ニ
0

国
立
国
語
研
究
所
を
設

置
五
・

三

国
立
博
物
館
官
制
公
布
（
帝

室
博
物
館
及
ぴ
奈
良
帝
室
博
物
館
を

宮
内
省
か
ら
文
部
省
に
移
管
）

ー
ニ
•

四
帝
国
芸
術
院
を
日
本

芸
術

院
と
改
称

文

化

行

政

第一
＿一
回
芸
術
祭

参
加
部
門
に
「
映
画
」
と
「
放
送

（
ラ
ジ
オ
）

」
の
二
部
門
が
加
わ

る
。
舞
楽
・
能
楽
・
人
形
浄
瑠
璃

・

演
闊
・

歌
劇
・

舞
踊

•

音
楽
と
九
部

門
と
な
る
。

第
二
回
芸
術
祭

全
公
演
を
「
参
加
公
演
」
と
し
、

優
れ
た
公
演
に
は
文
部
大
臣
賞
（
個

人
賞
、
団
体
賞
）
を
授
与
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
参
加
公
演
は
「
演
劇
」

「
音
楽
」
「
舞
踊
」

「古
典
芸
術
」

の
四
部
門

期
間
は
九
月
一
日
か
ら

ー
一月一

0
日
の
三
か
月
間
と
な
る
。

二
日
ま
で
の
二
か
月
間

芸

術

祭

七 一・

ニ
六

＼
・・
ー

ー

金
閣
寺
放
火
に
よ
り
焼
失

法
隆
寺
金
堂
焼
失

芥
川
賞
・
直
木
賞
復
活

ニ

・
三
湯
川
秀
樹
、

ノ
ー
ペ
ル
物

理
学
賞
受
賞

-
•
三

N
H
K

「
第
一
回
紅
白
歌
合

戟
」
放
送

三

・
ニ
一
日
本
初
の

L
P
レ
コ
ー
ド

発
売

九

・
一
民
放
二
局
初
の
正
式
放
送

九

・
八
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
訊
和
条

約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

ー
・
八

新
橋
演
舞
場
再
建
、

松
竹
新
喜
劇
結
成
開
場

四
・

一

六
・
制
教
育
開
始

中
学
発
足
）

五

・
三
日
本
国
憲
法
施
行

i
ー

七
•
五

N
H
K

二
鐘
の
鴫
る
丘
」
放

送
開
始

七
・

ニ
八

結
成

民
衆
芸
術
劇
場
（
民
芸 （

新
制

制
発
表

ー
ニ
・
三
ラ
ジ
オ
に
「
話
の
泉
」
登

場
（
初
の
ク
イ
ズ
番
組
）

社

会

般
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芸術祭五十年のあゆみ

昭
和
三

0
年

（
一
九
五
五）

昭
和
二
九
年

（
一
九
五
四
）

一
・
ニ
六

実
施

第

一
回
文
化
財
防
火
デ
ー

五
・

ニ
九
東
京
文
化
財
研
究
所
、
奈

良
文
化
財
研
究
所
を
東
京
国
立
文
化

財
研
究
所
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
に
改
称

七

・
一
重
要
撫
形
文
化
財
・
重
要
民

俗
資
料
指
定
制
度
等
発
足

ー
ニ

・
九

「
ロ
ー

マ
字
の
つ
づ
り

方
j

内
閣
訓
令
・
告
示

第
九
回
芸
術
祭

こ
の
年
か
ら
、
自
主
的
公
演
の
う

ち
特
に
優
れ
た
も
の
を
選
ぴ
、
そ
の

費
用
の

一
部
を
助
成
し
、
芸
術
祭
執

行
委
員
会
と
の
共
催
と
す
る
方
式
が

と
ら
れ
た
。

ま
た
、
初
め
て
「
映
画
部
門
」
が

主
催
公
演
に
加
わ
り
、
放
送
部
門
に

テ
レ
ビ
の
参
加
が
加
わ
っ
た
。

第
一

0
回
芸
術
祭

1
0
回
目
を
迎
え
、
舞
台
芸
術
、

映
画
・
放
送
等
全
部
門
に
わ
た
る
祭

典
と
し
て
定
箸

劇
団
民
芸
の
「
西
の
国
の
人
気

者
」
各
都
市
へ
巡
回
公
演
、
移
動
芸

術
祭
が
生
ま
れ
る
先
が
け
と
な
っ

こ。f
 

新
設
。
レ
コ

ー
ド
ラ
ペ
ル
に
芸
術
祭

参
加
が
表
示
。

一
ー
・
三
日
本
初
の
特
撮
映
画

「
ゴ

ジ

ラ
j

（
東
宝
、
本
多
猪
四
郎
監

督
、
特
撮
監
督
円
谷
英
二
）
封
切
り

―•五大型スクリーンのシネラマ、東京の帝国劇場で初公開さ

れ人気

八・七初のトランジスターラジ

オ発売

＾昭 ＾昭

I 九 和 元租
五 一 五 一
ー 八 ー 七
- 年 =：年

八 七 Iヽ 四
A ~コニ ． 

愚館が奈良開 ー嘉国三・ニ一llll芭・ 六国羞・ 改称-ぞれ 化物館東委財、＾ 京Ill立阿物束 一文奈良・ 

の 一

閉月文
文

化

地
方 物立 美術代 館 化

行
巡 館博悶 研 、財

．凰 とし 館設 所究都京 研究
政

術 て奈良 霞 に立国所
展 独立 ＾ そ 設
覧 分 ー れ博置

簗 第
さ 座 )¥ 

民間 N ._門 こ にそ劇新 歌伎舞新文 七回今れ劇演で一回
回た 上般芸 放 H がのれ＾ 芸 芸
か＾は演公術 送会 K 設年ぞ....,龍を ＾化術
ら-,巴 自＾募祭 だけょれ ーの祭
→ 主 →の 社けらり、 創 若創
レ 的明最賃 昇もでれ 作撫き 造 術

コ一t江劇演J治 あた 劇を で日に
l 零 っ ゜芙 たの主
ド 公年作 ゜た 上男信眼
部演 L.... を 放衆 i寅 L-長を 祭

門--企がシ歌伎舞
送 芸しほ'-お
に、 能たか._,主

が。画 部゜シと

八 四 九
始・ピ ・ は． 賃リペ ・二 本 一 し-- ネ ー
八放 放〇 チ〇 社
送 N 送 ア
民開 H

始開 N H 固黒
A コ

間始 kヽ

祭悶画 1il 日監テ K 
レ
嘉

ラ
ピ ジ
ヽ

地 ォ
でグラ .... 羅生羹 区 五

般
で
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芸術祭五十年のあゆみ

昭
和
三
五
年

（
一
九
六

0
)

昭
和
三
四
年

（
一
九
五
九
）

昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）

昭
和
三
二
年

（
一
九
五
七
）

昭
和
三
一
年

（
一
九
五
六
）ー

新
人
美
術
作
品
買
上
制
度
発

四
・
一
足
四
・
一
芸
術
関
係
団
体
に
対
す
る
補

助
金
制
度
発
足

七

・
ニ

0

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

に
よ
る
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
開
始

―
-

．
-
1
七

教

育

・
文
化
週
間
の

実
施

年
六

・
1
0
開
館
）

四

・
三
0

日
本
芸
術
院
会
館
開
館

五

国

立

西

洋

美

術

館

設

證

（

翌

ー
・
ニ
八
万
国
著
作
権
条
約
公
布

文

化

行

政

第
一
五
回
芸
術
祭

参
加
公
演
の
大
衆
芸
能
部
門
に
初

加
し
た
テ
レ
ビ
の
本
数
が
四
本
か
ら

こ
の
年
に
は
二
二
本
と
急
上
昇
。

テ
レ
ピ
ド
ラ
マ
「
私
は
貝
に
な
り

た
い
」
が
大
反
響
を
呼
ぷ
（
芸
術
祭

裳
）
・

第
一
四
回
芸
術
祭

主
催
公
演
の
演
劇
の

ー
つ
に
東
宝

現
代
劇
の
菊
田

一
夫
作
「
が
め
つ
い

奴
」
が
新
作
で
上
演
さ
れ
、
芸
術
祭

期
間
後
も
続
演
（
翌
年
七
月
ま
で
二

七
0
日
間
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
）
が
璽
ね

9

ら
れ
、
大
衆
に
お
お
い
に
ア
ピ
ー
ル

（
芸
術
祭
賞
）

参
加
部
門
の
う
ち
、
レ
コ
ー
ド
部

門
が
「
国
内
盤
の
部
」
「
外
国
盤
の

部
」
、
放
送
部
門
が
「
ラ
ジ
オ
部

門
」
と
「
テ
レ
ビ
部
門
」
に
分
化

第
l

-

l

一
回
芸
術
祭

テ
レ
ピ
の
躍
進
ー
第
九
回
か
ら
参

第
―
二
回
芸
術
祭

参
加
部
門
の
う
ち
、
映
画
部
門

が
「
日
本
劇
映
画
の
部
」
「
日
本
記

録
映
画
・
動
画
の
部
」
「
外
国
映
画

の
部
」
の
三
部
に
分
か
れ
る
。

大
谷
春
彦
作
の

レ
リ
ー
フ
を
芸
術

祭
賞
の
賞
牌
と
し
た
（
口
絵
参

照）。

第
l

一
回
芸
術
祭

邦
画
を
除
く
国
際
映
画
コ
ン
ク
ー

ル
「
芸
術
祭
外
国
映
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施

芸

術

祭

ハ
•
五

テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
高
校
通

信
教
育
を
開
始

ム
が
絶
頂
期
と
な
り
、

狂
ぷ
り
が
話
題
に

四

・
三
0

曲

LI
巌
が
日
本
芸
術
院
か

ら
独
立

八

・一

日
本
ピ
ク
タ
ー
が
国
産
初
の

ス
テ
レ
オ
・
レ
コ
ー
ド
を
発
売

フ
ァ
ン
の
熱

一・

一

メ
ー
ト
ル
法
施
行

-
.
-
O
N
H
K教
育
テ
レ
ビ
開
局

（
ニ
・

一

日
本
教
育
テ
レ
ピ
、

三

・
I
O

f"
ジ
テ
レ
ビ
）

四

・
1
0

皇
太
子
御
成
婚
パ
レ

ー

ド
、
テ
レ
ピ
視
聴
者
推
定

一
五

0
0

万
人

九

・
ニ
六
伊
勢
礎
台
風

こ
の
年
後
半
か
ら
「
岩
戸
景
気
」

ニ

・
八
第
一
回
日
劇
ウ
エ
ス
タ
ン

・

カ
ー
＿
＿
パ
ル
。
ロ
カ
ピ
リ
ー

・
プ
ー

四

・
ニ

明
治
座
全
焼

四

・
ニ
五
有
楽
町
芸
術
座
間
場

四
．

I

新
宿
コ
マ
劇
場
開
場

九
・
ニ
国
際
ベ
ン
大
会
、
東
京
で
開

催
―
ニ
・
ニ
四

始

N
H
K、
F
M放
送
開

ー
・
ニ

三

石

原
慎
太
郎
「
太
絹
の
季

節
」
が
芥
川
賞
受
賞
。
「
太
紐
族
」

「
惧
太
郎
刈
り
」
流
行

六
・
ニ
五
等
曲
家
・
作
曲
家
の
宮
城

道
雄
が
列
車
か
ら
転
落
死

七
•

一
七
『
経
済
白
菩
j
を
発
表
。

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
結

論
、
流
行
栢
に
な
る
。

社

会

般
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芸術祭五十年のあゆみ

昭
和
四

0
年

（
一
九
六
五）

昭
和
三
九
年

（
一
九
六
四
）

八
，

ニ
ー

ツ
ク
ン
カ
ー
メ
ン
展
開
謀

（
東
京
国
立
博
物
館）

生
存
者
叙
勲
制
度
の
復
活

四

・
八
国
立
西
洋
美
術
館
に
て
ミ
ロ

の
ピ
ー
ナ
ス
展
開
催
。
期
問
中
八
三

万
人
入
場

七
•

一
決
定

寧
と
し
て
「
芸
術
祭
能
」
を
実
施

第
一
九
回
芸
術
祭

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
東
京
大
会
芸
術
展

示
と
し
て
、
芸
術
祭
の
主
催
公
演
の

中
か
ら
、
宮
内
庁
楽
部
の
「
雅

楽
」
、

「

オ

リ

ン

ビ

ッ

ク

能

楽

祭
」
、

「人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」

、
松

竹
の
「
十
月
大
歌
舞
伎
」
、
「
古
典

舞
踊
邦
楽
祭
」
、
「
全
国
民
俗
芸
能

大
会
」
が
参
加

参
加
公
演
（
作
品
）
の
う
ち
テ
レ

ピ
部
門
が
「
テ
レ
ピ
ド
ラ
マ
の
部
」

と
「
テ
レ
ピ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

部
」
に
分
化

第
二

0
回
芸
術
祭

．

「
芸
術
祭
合
唱
演
奏
会
」
、
「
世

界
名
作
映
画
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

1
0
・
ニ
ー

朝
永
括
一
郎
、
ノ
ー
ペ

ル
物
理
学
賞
受
賞

一
号

-
．
七
閲
文
楽
協
会
註
立

ニ

・
ニ
三

初
の
日
米
間
テ
レ
ピ
宇

宙
中
継

四．I紀伊國歴ホール開場

10•一東海道新幹線開業＇／10・ I0東京オリンピッ久＊会(110・ニ四）

＾昭 ＾昭 ＾昭

V ー和 ー 和 了Lg 九— 九 ＝
ー公し 二八 ~ - ~ -

2 七 ,、 -
ー ／‘

::::;年 ：：：：年 -年

九

は上 発 ・
足 二

設 五 文

: I 公
化立

i 
七開-ニ館 近代［ 英術

行

！ 政
の

第 第 第

競演 楽楽奏 一 のマ 単 加 め
世 八 団団会→芸 七 ....企脚ラ独狂六 レて
阿回 が 一 回 芸i画本ジ公言 回 了漿 芸
弥 芸 高 群馬 と術芸 術 のオ演を芸

の生 術祭 崎市 銘祭 術 祭＋ 募集な ド 演術
ドが

交塁 打三祭 ラ 能 祭
部門 参加゚誕 で つ市 五マ会 術

＇ 
主 て塁交 ； ら及 かIヽ に

゜
催団ヽ ‘ びび ら 大

゜ 演公と札 都市界一 特団
にテ 切 衆

年 刊 そレ り
塁

祭

苔 行 のピ 躇
し椛交交別 放ド し 畠行 て響害演 送ラ て

九
ム ・

破万突 ー・ ロ喜ドニ ピ・
し一 ✓ヽ . 

本放 一〇
放 グ ニ 社
送 フ

面及t ピ
フ- し-= 送

月ば
ン封 始開 N H 会に切映・

レ

率四八．信受百
°り画 K 

国産 でピ ゜ 等.... 
五ウ

アー' 0 エ カ
二鉄

五ヽ％ 者数
九ス ラ 般

メ腕 日ト l 
のア 間サ テ
第卜 千 のイ レ
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芸術祭五十年のあゆみ

昭
和
四
四
年

（
一
九
六
九
）

昭
和
四
三
年

（
一
九
六
八
）

昭
和
四
二
年

（
一
九
六
七
）

昭
和
四
一
年

（
一
九
六
六） し

六
・

一
五
文
化
庁
設
置
、
初
代
長
官

に
今
日
出
海
就
任

六
・

一
五
文
化
財
保
護
審
議
会
設
置

九

・
-
J
i

「
文
化
庁
月
報
」
創
刊

1
0
・
ニ

、
東
京
国
立
博
物
館
東
洋

館
開
館
i

東
京
国
立
近
代
美
術
館
新

六
•
一
―

館
開
館

六
•
一
三
第

一
回
地
方
芸
術
文
化
振

典
会
諜
開
催
（
全
国
八
地
区
）

て
独
立

七
•
四
芸
術
家
在
外
研
條
制
度
発
足

四

・
一

発
足

四

．
I

青
少
年
芸
術
劇
場
発
足

五

・
三

一

国
立
近
代
美
術
館
京
都
分

館
が
、
京
都
国
立
近
代
英
術
館
と
し

芸
術
退
奨
（
新
人
賞
）
制
度

四

・
五
文
部
省
に
文
化
局
設
蓋

四

・
ニ
八
文
化
財
愛
護
モ
デ
ル
地
区

指
定
制
度
始
ま
る
。

五
・
三

0

文
化
財
愛
護
シ
ン
ポ
ル
マ

ー
ク
決
定

六

・
ニ
七
国
立
劇
場
法
（
現
、

H
*

芸
術
文
化
振
興
会
法
）
公
布

七
・

一

特
殊
法
人
国
立
劇
場
発
足

(
―
-

．
一
開
場
）

文

化

-T
 
,1 

政

第
―-
＝-＿
回
芸
術
祭

文
化
庁
が
発
足
し
、
芸
術
祭
は
文

化
庁
主
管
と
な
る
。
明
治
百
年
を
記

念
し
た
「
明
治
百
年
記
念
芸
術
祭
」

の
名
の
も
と
に
演
劇
、
オ
ペ
ラ
、
パ

レ
エ
の
創
作
公
演
な
ら
び
に
「
ア
ジ

ア
民
族
芸
能
祭
」
の
公
演
が
実
施
さ

れ
た
。

第
二
四
回
芸
術
祭

芸
術
祭
開
催
要
網
の
改
正

m開
催
期
間
の
短
縮
②
主
催
公

演
の
期
問
と
参
加
公
演
の
期
問
を
区

別
③
協
賛
公
演
を
加
え
る
伯
実

演
芸
術
の
参
加
期
間
と
映
画
、
ラ
ジ

テ
レ
ピ
等
の
作
品
参
加
の
期
問

オ、を
区
別
固
賞
の
名
称
を
芸
術
祭
大

賞
と
優
秀
賞
に
改
め
る
。

第
一＿＿
一回
芸
衛
祭

日
本
劇
映
画
の
参
加
本
数
を
―
―

10

木
か
ら
二
五
木
と
し
た
。

第
――
一
回
芸
術
祭

芸
術
祭
賞
及
ぴ
芸
術
祭
奨
励
賞
の

賞
金
額
の
増
額
（
五
万
円
↓

一
0
万

円
・
ニ
万
円
↓
五
万
円
）
及
ぴ
大
衆

芸
能
の
部
門
を

一
部
（
落
語
、
講

談
、
漫
才
、
浪
曲
、
大
衆
演
劇
等
）

と
二
部
（
シ
ョ
ー
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
等
）
に
区
分

実
施
し
た
。

こ
の
年
よ
り
、
舟
越
保
武
作
の
レ

リ
ー
フ
を
芸
術
祭
賞
牌
と
し
た
（
ロ

絵
参
照
）
。

芸

術

祭

1
0
•

一
七
川
端
康
成
、
ノ
ー
ペ
ル

文
学
賞
受
賞

―
ニ

・
ー

明
治
百
年
祭
挙
行

七
・
一
四
世
界
知
的
所
有
権
機
関

(
W
I
P
o
)
設
立

七
・
ニ
八
ラ
ジ
オ
受
信
料
廃
止
決
定

三

・
三
一
日
本
の
人
口
l

億
人
突
破

四
•

四

N
H

K
テ
レ
ビ

「
お
は
な
は

ん
」
放
送
開
始

六
・
三

0

ザ
・
ピ
ー
ト
ル
ズ

13
本

武
道
館
で
公
演

社

会

般
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芸術祭五十年のあゆみ

昭
和
五

0
年

昭
和
四
九
年

（
一
九
七
四
）

昭
和
四
八
年

（
一
九
七
三
）

昭
和
四
七
年

（
一
九
七
二
）

昭
和
四
六
年

（
一
九
七
一
）

昭
和
四
五
年

（
一
九
七

0
) ー

•

六
公
布

ペ
ル
ヌ
条
約
パ
リ
改
正
条
約

四
・
ニ
六

芸

術
文
化
指
海
者
海
外
派

遣
制
度
発
足

六

・一

八

「
当
用
漢
字
音
訓
表
」
、

「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
内
閣
訓

令
・
告
示

四

・
ニ

奈

良

国

立

文
化
財
研
究
所

に
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
醤

．

四

・
ニ

0

東
京
国
立
博
物
館
に
て
モ

ナ

・
リ
ザ
展
開
催
。
期
間
中
に
一
五

0
万
人
入
場

八

・
ー
こ
ど
も
芸
術
劇
場
発
足

付
制
度
発
足 低

秀
映
画
製
作
奨
励
金
交

一
・
ニ
ー
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村

の
高
松
塚
古
墳
で
壁
画
発
見

七

・
ニ
「
美
を
も
と
め
て
」
放
映
開

始
七

・
ニ
0

六

・
ニ
ー
勁
文
化
財
建
造
物
保
存
技

術
協
会
設
立
、
作
埋
技
術
後
継
者
養

成
を
開
始

五
・
六
新
著
作
権
法
公
布
（
四
六

．

一
・一

施
行
。
保
護
期
間
五

0
年）

五

・
ニ
七
東
京
国
立
近
代
英
術
館
フ

ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
開
館

―
―
•

五
文
化
財
保
護
法
二

0
周
年

記
念
式
典
挙
行

文

化

-T
 
,1 

政

第
二
八
回
芸
街
祭

こ
の
年
か
ら
「
移
動
芸
術
祭
」、

春
季
公
演
も
実
施

第
二
九
回
芸
術
祭

主
催
公
演
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
（
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
フ

ェ
ス
テ
ィ

パ
ル
日
本
の
リ
ズ
ム

・
世

界
の
リ
ズ
ム
」）

を
初
め
て
取
り
上

げ
る
。ま
た
、
賞
金
額
が
増
頷
さ
れ
芸
術

祭

大

賞

(
1
0
万

円

↓

二

0
万

円
）
、
芸
術
祭
優
秀
賞
（
五
万
円
↓

1
0万
円
）
と
な
っ
た
。

第
三

0
回
記
念
芸
惰
祭

第
二
七
回
芸
術
祭

海
外
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
邦
人

芸
術
家
を
主
催
公
演
の
機
会
に
招
ヘ

い
し
、
技
芸
を
披
露
す
る
、
新
規
事

業
を
開
始

第
二
六
回
芸
術
祭

「
移
動
芸
術
祭
」
が
発
足

槃
二
五
回
芸
術
祭

主
催
公
演
を

一
0
月
前
半
に
集
中

す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ

ル
的
性
格
を
強
く
打
ち
出
す
。

ま
た
、
こ
の
年
よ
り
、
高
田
博
厚

作
の

レ
リ
ー

フ
を
芸
術
祭
賞
牌
と
し

た
（
口
絵
参
照
）
．

芸

術

祭

1
0
•

一
九

第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク

1
0
・二
三
江
崎
玲
於
奈
、
ノ
ー
ペ

ル
物
理
学
賞
受
賞

八

・
ニ
九

宝

塚

歌

劇

団
R

ペ
ル
サ
イ

ュ
の
ば
ら
」

（
池
田
理
代
子
原
作
）

初
演
。
ペ
ル
パ
ラ
プ
ー
ム
を
起
こ

す。
1
0
・
八
佐
森
栄
作
前
首
相
、
ノ
ー

ペ
ル
平
和
伐
受
賞

三

・
1
0

新
幹
線
岡
山
ー
博
多
間
開

川
端
康
成
死
去

沖
縄
の
本
土
復
帰

ニ

・
三
第
一
一
回
札
幌
冬
季
五
輪
大

会
開
幕

四

・
一
六

五

・
一
五

-•
五
開
幕

七

・
一
四

閣

議

、

日

本

の

呼

称

を

「
ニ
ッ
ポ
ン
J

に
統

一
す
る
こ
と
を

了
承

吹
田
市
で
大
阪
万
国
博
覧
会

社

会

般
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芸術祭五十年のあゆみ

昭
祁
五
三
年

（
一
九
七
八
）

（
一
九
七
七
）

昭
和
五
二
年

昭
和
五

一
年

（
一
九
七
六
）

（
一
九
七
五
）口六

・
ニ
七
文
化
庁
創
設
一

0
周
年
記

念
功
労
者
表
彰
式

―
―
•
一
五
東
京
国
立
近
代
美
術
館

工
芸
館
開
館

懇
談
会
「
ま
と
め
」
公
表

五

・
ニ

0

国
立
国
際
美
術
館
設
置

(10・ 
I

五
開
館
）

六

・
七
芸
術
家
国
内
研
修
制
度
発
足

七

・
三
0

第

一
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
を
千
葉
市
で
開
催

―
―
•
一
五
国
立
民
族
学
博
物
館
開

館

文
化
行
政
長
期
総
合
計
画

五
・
＿
二
こ
ど
も
向
け
テ
レ
ビ
用
優

秀
映
画
製
作
奨
励
金
交
付
制
度
発
足

1
0・

一

国
立
国
語
研
究
所
に
日
本

語
教
育
セ
ン
タ
ー
設
需

三
・

一
五

奈

良

国

立
文
化
財
研
究
所

飛
鳥
資
料
館
開
館

七
・

一

改
正
文
化
財
保
護
法
公
布

(
1
0
•一施
行
）

文

化

行

政

ヽ

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
交
流
・
釉
合
を
試
み

る。

第一
―-＝＿
回
芸
術
祭

芸
術
祭
特
別
公
演
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

7
8
1
華
麗
な

る
ク
ロ
ス

・
オ
ー
パ

ー
の
世
界
ー
」

で
ジ
ャ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
フ
ォ
ー
ク
と

主
催
公
演
を
大
阪
で
も
実
施

特
別
公
演
と
し
て
「
日
本
民
謡
ま

つ
り
」
が
ス
タ
ー
ト

第
＝
三
回
芸
術
祭

第
三

＿
回
芸
術
祭

参
加
公
演
の
う
ち
音
楽
部
門
と
舞

踊
部
門
を
そ
れ
ぞ
れ

一
部
（
邦
楽
・

邦
舞
系
）

二
部
（
洋
楽

・
洋
舞
系
）

に
分
化
期
問
は
再
ぴ

ー
0
月

一
日
か
ら

一

一
月

一
五
H
の

一
か
月
半
と
な
る
。

『芸
術
祭
三
十
年
史
j

刊
行

芸
術
祭
三

0
周
年
の
記
念
事
業
と

し
て

「
ア
ジ
ア
民
族
芸
能
祭
」
を
開

催
記
念
の
年
に
あ
た
り
芸
術
祭
期
間

を
半
月
延
長
し
て

二
か
月
間
と
す

る。
賞
金
額
を
芸
術
祭
大
賞
ー―10
万

円
、
芸
術
祭
優
秀
賞

ー
五
万
円
と
す

る。

芸

術

祭

布
五

・
ニ
0

成
田
空
港
（
「
新
東
京
国

際
空
港
」
）
開
港

1
0
・
 
I

―
 

最
終
公
演

八

・
三
万
国
蕃
作
権
条
約
バ
リ
改
正

粂
約
公
布

九
・
三
王
貞
治
七
五
六
号
ホ
ー
ム
ラ

ン
（
国
民
栄
営
賞
第

一
号）

レ
コ
ー
ド
保
護
条
約
公

四

・
ニ
五
日
劇
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム

一
・
ニ
九
第
四
八
回
ア
カ
テ
ミ
ー
賞

で
、
黒
澤
明
監
督

『
デ
ル
ス

・
ウ
ザ

ー
ラ
j

、
最
優
秀
外
国
語
映
画
賞
受

賞 業
。
東
京
ー
博
多
間
開
通

社

会

般
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芸術祭五十年のあゆみ

昭
和
五
九
年

（
一
九
八
四
）

昭
和
五
八
年

（
一
九
八
三
）

（
一
九
八
二
）

昭
利
五
七
年

昭
和
五
六
年

（
一
九
八

ー
）

昭
和
五
五
年

（
一
九
八

0
)

昭
和
五
四
年

（
一
九
七
九
）し

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
開

三

・
ニ
0

国
立
劇
場
文
楽
劇
場
開
場

四
•

ー

中
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室
発
足

七
•

一

文
化
庁
の
機
構
改
革
（
総
務

課
、
伝
統
文
化
課
設
置
）

三

・
一
六

館
九
・

一
五

―
―
•
一

表
彰

設
濫

四
•

六

国
立
劇
場
能
楽
堂
開
場

第

一
回
地
域
文
化
功
労
者

＼
ノ
．

、
＇

東
京
国
立
拇
物
館
に
資
料
部

四
・

三

京
都
国
立
博
物
館
に
京
都
文

化
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
設
譴

1
0
・
 
I

「
常
用
漢
字
表
」
内
閣
訓

令

・
告
示

四
•
五
奈
良
国
立
博
物
館
に
仏
教
美

術
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
設
惹

七
・

一

京
都
国
立
博
物
館
文
化
財
保

存
修
理
所
業
務
開
始

七

．
l
．
こ
ど
も
芸
術
劇
場
、
青
少
年

芸
術
劇
場
の
離
島
・
ヘ
き
地
公
演
発

足 ニ
・
ニ

場
ー
一
・
ニ

飽

国
立
西
洋
美
術
館
新
館
開

国
立
劇
場
演
芸
資
料
館
開

文

化

行

政

沖
縄
の
本
士
復
帰

ー
0
年
を
記
念

し
、
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
と
か
た
ち

1
沖
縄
芸
能
の
す
べ
て

1
」
を
上

涼。

第
三
八
回
芸
術
祭

参
加
部
門
の
う
ち
、
レ
コ
ー
ド
部

門
の
「
国
内
盤
の
部
」
と
「
外
国
聾

の
部
」
を
「
レ
コ
ー
ド
部
門
」
に
、

ラ
ジ
オ
部
門
の
「
ラ
ジ
オ
音
楽
の

部
」
と

「
ラ
ジ
オ
合
唱
の
部
」
を

「
ラ
ジ
オ
音
楽
の
部
」
に
そ
れ
ぞ
れ

一
本
化

第
l

-

＿九
回
芸
術
祭

初
め
て
の
名
古
屋
公
演
と
し
て
、

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ

ル
・
イ
ン
・
ナ
ゴ
ヤ
」
を
開
催

第
三
七
回
芸
術
祭

第
l

l

一
六
回
芸
術
祭

参
加
公
演
の
参
加
総
数
が
芸
術
祭

史
上
最
高
の
件
数
（
二
九
二
件）

第一
l

一
五
回
芸
術
祭

参
加
公
演
の
音
楽
・
孵
踊
の

一
部

（
邦
楽
・
邦
舞
系
）
、
二
部
（
洋
楽
・

洋
舞
系
）
を

一
本
化
。
大
衆
芸
能
を

一
部
（
寄
席
芸
ほ
か
伝
統
的
な
芸

能
）
と
二
部
（
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル

・レ

ピ
ュ
ー
・

シ
m
ー
な
ど
の
外
来
様
式

の
舞
台
芸
能
）
と
に
分
化

第一＿
＿四
回
芸
術
祭

三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
国
立
演
芸

場
に
お
い
て
「
は
な
し
の
春
夏
秋

冬
」
開
催

芸

術

祭

修
理
完
了
し
、
落
成
式

四
•

五
浅
草
国
際
劇
場
s
k

D

最
終

公
演

七

・
ニ
四
寓
山
県
利
賀
村
で
利
賀
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
⑫
｀
第

一
回
世
界
演

劇
祭

四

•
四

N
H
K

朝
の
辿
続
テ
レ
ビ
小

説
「
お
し
ん
」
ス
タ
ー
ト
、
六

0
%

の
高
視
聴
率

五
・

一
九
第
三
六
回
カ
ン
ヌ
映
画
祭

で
今
村
昌
平
監
督
の

「楢
山
節
考
』

が
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

六
•
三
0

犀
生
省
「
世
界

一
の
長
痔

国」

と
発
表

―
-
．
-

B
銀
、
新
札
発
行
、
一
万

円
（
福
沢
諭
吉
）
、
五
千
円

（
新
渡

戸
稲
造
）
、
千
円

（夏
目
漱
石
）

一
・
ニ

七

桂

離

宮
、
初
の
全
面
解
体

1
0
•

一
九
福
井
謙

化
学
賞
受
賞

ノ
ー
ペ
ル

五
．

I

黒
澤
明
監
督
I

影
武
者
』
、

カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

ー
・
一
三

国
公
立
大
学
の
共
通

一
次

試
験
初
実
施

社

会

般
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芸術祭五十年のあゆみ

昭
和
六
三
年

（
一
九
八
八
）

昭
和
六
二
年

（
一
九
八
七
）

昭
利
六
一
年

（
一
九
八
六
）

昭
和
六

0
年

（
一
九
八
五
） ー

六
・

ー

「我
が
国
の
文
化
と
文
化
行

政
』
（
文
化
白
書
）
刊
行

1
0
•

四

国
立
劇
場
二
0
周
年
記
念

公
演
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
全
段
通

し
上
演

ー一

・
ニ
ニ
第
一
回
国
民
文
化
祭
開

催
（
束
京
）

文

化

行

政

年
を
記
念
し
、
タ
イ
古
典
舞
踊
劇

「
マ
ノ
ー
ラ
」
を

H
タ
イ
共
同
制

作
、
初
演

第
四
―-＿
回
芸
術
祭

主
催
公
演
の
オ
ペ
ラ
「
メ
リ
ー
・

ウ
イ
ド
ー
」
は
、
文
化
庁
が
派
遣
し

た
芸
術
家
在
外
研
修
員
及
び
オ
ペ
ラ

研
條
所
の
條
了
生
を
中
心
に
ス
タ
ッ

フ
、
キ
ャ
ス
ト
が
組
ま
れ
た
。
さ
ら

に
、
創
作
作
品
の
募
集
開
始
一

0
年

を
記
念
し
、

「
邦
楽
器
」
に
よ
る
作

品
の
入
貨
作
品
と
「
合
唱
曲
」
の
入

賞
作
品
の
披
露
演
奏
会
を
開
催

第
四
二
回
芸
術
祭

国
際
公
演
は
、
日
タ
イ
條
好
百
周

第
四

一
回
芸
術
祭

日
本
初
演
四
0
周
年
を
記
念
し

パ
レ
エ

「臼
鳥
の
湖
」
を
上
演

芸
術
祭
シ
ン
ポ
ル
マ
ー
ク
制
定

（
朝
倉
摂
作
）

（口
絵
参
照
）

第
四

0
回
記
念
芸
術
祭

芸
術
祭
の
兒
直
し
を
行
い
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
化
、
地
方
の
拡
充
、
国

際
化
を
図
る
。

芸
術
祭
四
0
周
年
と

N
H
K
放
送

開
始
六

0
年
を
記
念
し
た
「
ア
ジ
ア

民
族
芸
能
祭
」
が
特
別
公
演
と
し
て

開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
初
め
て
県
と
の

共
催
に
よ
る
「
芸
術
祭
地
方
公
演
」

を
、
熊
本
で
開
催

芸

術

祭

七

｀

九

日
本
人
の
平
均
特
命
、
男
七

五
・
ニ
三
歳
、

女
八

0
・
九
三
歳
。

男
性
が
七
五
歳
を
超
え
た
の
は
世
界

初
と
、

厚
生
省
発
表

八
・
七
臨
教
審
最
終
答
申

九
・
七
劇
団
「
新
国
劇
」
七

0
年
の

歴
史
に
幕

1
0
・
―
二

米

M
I
T
の
利
根
川
進

教
授
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受

賞
三

・
一
三

世
界
最
長
の
青
函
ト
ン
ネ

ル

(li三
・
八
五
km)
開
通

四

・レ,1
 

六
・

ニ
六

九

・
ニ
五

日
本
国
有
鉄
道
分
割
・
民
営

四

・
ニ
九
東
京
・
両
国
の
国
技
館
で
、

政
府
主
催
の
天
皇
在
位
六

0
年
記
念

式
典
開
催

臨
教
審
、
第
一
次
答
申

藤
ノ
木
古
墳
石
棺
発
見

社

会

般
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芸術祭五十年のあゆみ

平
成
六
年

（
一
九
九
四
）

平
成
五
年

（
一
九
九
三
）

平
成
四
年

（
一
九
九
二
）

平
成
三
年

（
一
九
九

一）

平
成
二
年

（
一
九
九

0
)

昭
和
六
四
年

平
成
元
年

（
一
九
八
九） ＞
 

ー
・一

ー

文

化

政

策
推

進

会

議

「
「
文
化
発
信
社
会
j

の
碁
盤
の
構

築
に
向
け
た
文
化
扱
興
の
た
め
の
当

面
の
重
点
方
策
に
つ

い
て
」

提
言

四

・
一｛
ハ

⑰
第
二
国
立
劇
場
運
営
財

〇

設

立

E
 

八

・
ニ
六

第

二
国
立
劇
場
（
仮
称
）

建
設
工
事
箸
手

六

・
ニ
八
「
外
来
栢
の
表
記
」
内
閣

告
示、

内
閣
訓
令

三
・

三
0

国
立
劇
場
を
日
本
芸
術
文

化
振
興
会
と
改
称
。
芸
術
文
化
振
興

甚
金
（
政
府
出
資
五

0
0億
円

・
民

問
出
捐
金
一

0
0億
円
）
を
創
設

実
演
家
等
保
獲
条
約
公
布

ニ
・
三
一
特
殊
法
人
国
立
劇
場
が
第

二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
匿
者
と

な
る
。

10

•1 
文

化

行

政

・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施

第
四
七
回
芸
術
祭

沖
縄
の
本
土
復
帰
二

0
周
年
を
記

念
し
、
祝
典
（
「
舞
踊
三
趣
四
題
ー

江
戸
、
上
方
そ
し
て
琉
球
ー
J

)

、

鐸
誦
（
「
琉
球
鐸
踊
新
鋭
展
」
）
、

歌
舞
劇
（
「
首
里
城
物
語
」

）
を
実

施
。
地
方
芸
術
祭
も
沖
縄
県
で
開
催

第
四
八
回
芸
術
祭

文
化
庁
創
作
奨
励
特
別
賞
受
貸
者

の
中
か
ら
女
流
劇
作
家
を
取
り
上
げ

「
劇
作
三
人
展
」
を
開
催

第
四
九
回
芸
術
祭

パ
ー
ン
ス
ク
イ
ン
作
曲
の
「
ミ

サ
」
を
シ
ア
タ
ー
ビ
ー
ス
形
式
で
上

演
。
ま
た
、
等
曲
家
宮
城
道
雄
の
生

第
四
六
回
芸
術
祭

「荒
城
の
月
」
発
表
九

0
年
目
に

当
り
、

「
日
本
歌
曲
の
一
系
繕
」
と

題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
洋
楽

は
日
本
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
全
国
に
あ
る

一
八
の
プ

ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
代
表
的
奏
者
が

一
堂
に
会
し
「
オ
ー
ル

・
ジ
ャ
バ
ン

第
四
五
回
芸
術
祭

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
宰
啓
の
も

と
、
恒
例
の
芸
術
祭
祝
典
は
「
雅
楽

の
現
在
ー
武
満
徹
•

も
う
ひ
と

つ
の

世
界
ー
」
で
開
幕

第
四
四
回
芸
術
祭

主
催
公
演
の
メ
イ
ン

・
イ
ペ

ン
ト

と
し
て
現
代
舞
踊
、
琉
球
舞
踊
、
B

本
舞
踊
、
新
作
バ
レ
エ
の
「
郷
踊
三

人
展
シ
リ
ー
ズ
」
を
実
施

去

術

祭

六

・
九

五

・
一
五

B
本
初
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ、

J
リ
ー
グ
が
開
慕

皇
太
子
殿
下
御
成
栢

七

・
八

日

本

人
女
性
初
の
宇
宙
飛
行

士
向
井
千
秋
の
乗
っ
た
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル

・
コ
ロ
ン
ピ
ア
が
ケ
ネ
デ
ィ

宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

九

・
ー
ニ
毛
利
衛
、
ス
ベ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
打
ち
上
げ

（日
本
人
初
）

五

・
一
九
雲
仙

・
恕
賢
岳
噴
火
で
土

石
流
発
生

六

・
一
五

一

九

九
八
年
冬
季
五
給
は

長
野
に
決
定

ー
・
七
天
呈
陛
下
崩
御
、
八
七
歳
。

新
元
号
は

「平
成
J

四

・
一
消
黄
税
の
埠
入
に
よ
り
入
場

税
撤
廃 社

会

般
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芸術祭五十年のあゆみ

平
成
七
年

（
一
九
九
五
） ー
七
・
ニ
六
文
化
政
策
推
進
会
犠
「
新

し
い
文
化
立
国
を
め
ざ
し
て
1

文
化

振
興
の
た
め
の
当
面
の
重
点
施
策
に

つ
い
て
ー
」
報
告

1
0
・
 
I

「
国
際
音
楽
の
日
」
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
実
施

六
・
ニ
七
文
化
政
策
推
進
会
議

「ニ

一
世
紀
に
向
け
た
文
化
政
策
の
推
進

に
つ
い
て
」
報
告

七

・

一

文
化
庁
の
組
織
再
編
成
で
芸

術
文
化
課
、
地
域
文
化
掻
興
課
が
設

置
ー
一・

ニ
五

音

楽

文
化
の
振
典
の
た

め
の
学
習
環
境
の
整
偏
等
に
関
す
る

法
律
の
公
布
（
「
国
際
音
楽
の
日
」

制
定
）

ー
ニ

・
ニ

八

世

界
貿
易
機
関

(
W
T

0
)
協
定
公
布

文

化

行

政

カ
国
か
ら
芸
能
団
を
招
へ
い
す
る
な

ど
多
種
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

実
施ま
た
、
芸
術
祭
賞
に
大
賞

・
優
秀

賞
•
新
人
賞
を
設
け
、
さ
ら
に
芸
術

祭
シ
ン
ポ
ル
マ
ー
ク
、
副
賞
（
ト
ロ

フ
ィ
ー
）
を
改
新
｀
そ
の
デ
ザ
イ
ン

を
多
田
英
波
に
委
帳
（
口
絵
参
照
）

第
五

0
回
記
念
芸
術
祭

半
世
紀
の
記
念
す
べ
き
芸
術
祭

は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
の

も
と
開
嘉
の
祝
典
を
挙
行
。

オ
ベ

ラ
、
パ
レ
エ
及
び
現
代
邦
楽
の
三
分

野
に
つ

い
て
創
作
委
嘱
公
演
を
実

施
。
国
際
公
演
は
、
世
界
各
地
、
八

誕
百
年
を
記
念
し
た

「宮
城
道
雄
の

し
ら
ぺ
」
の
演
奏
会
を
行
う
と
と
も

に
、
世
界
に
発
信
す
る
平
成
ポ
ッ
プ

ス
「
サ
ル
サ
＆
ポ
ッ
プ
ス
94
」
を
開

催

芸

術

祭

た
（
七
・
ニ
三
帰
遠
）
。

1
0・

一
四
大
江
健
三
郎
、
ノ
ー
ペ

ル
文
学
賞
受
賞

社

会

般
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